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平 成 ２ ３ 年 ５ 月 １ ０ 日

瑞    穂    町

４ 月 ８ 日 「 原 則 不 実 施 」 の 発 表 が あ っ た 。 夏 期 も 不 実 施 継 続

の 方 針 が 出 さ れ た 。 火 力 発 電 等 の 復 旧 と 一 層 の 節 電 呼 び か け 等

に よ り 、 停 電 を 回 避 す る 。 止 む を 得 な い 場 合 に 限 り 実 施 の 可 能

性 あ り と し た 。

４ 月 １ １ 日 午 後 ２ 時 ４ ６ 分 、 東 日 本 大 震 災 か ら １ か 月 目 に あ

た る こ と か ら 、 庁 舎 及 び 各 施 設 に お い て 黙 祷 を 実 施 し た 。

計 画 停 電 の 原 則 不 実 施 、 災 害 関 係 対 応 の 長 期 化 に 伴 い 、 ４ 月

１ ８ 日 以 降 、 平 日 は 通 常 の 勤 務 体 制 と し た 。

休 日 の 緊 急 体 制 は 、 課 長 職 が 輪 番 制 で 対 応 (５ 月 ８ 日 ま で )。

４ 月 ２ ７ 日 町 内 滞 在 避 難 者 へ の 支 援 策 と し て 、 町 内 公 共 施

設 等 の 無 料 パ ス 発 行 に つ い て 協 議 。 ５ 月 ９ 日 現 在 、 実 施 に 向 け

て 内 部 調 整 中 。

計 画 停 電 の 原 則 不 実 施 に 伴 い 、 通 常 の 利 用 と し た 。 た だ し 、

節 電 へ の 配 慮 は 継 続 。

５ 月 １ 日 か ら 通 常 の 利 用 と し た 。 た だ し 、 節 電 へ の 配 慮 は 継

続 。

中 止 し て い た 住 民 課 ・ 税 務 課 の 木 曜 夜 間 窓 口 延 長 、 図 書 館 の

木 曜 夜 間 開 館 を ４ 月 １ ４ 日 か ら 再 開 し た 。 た だ し 、 節 電 へ の 配

慮 は 継 続 。

東日本大震災に関する報告

（平成２３年４月８日以降）

１ 東 京 電 力 の 計 画 停 電

２ 庁 内 対 応

（ １ ） 黙 祷 の 実 施

（ ２ ） 職 員 勤 務 体 制

（ ３ ） 対 策 会 議

３ 計 画 停 電 等 に よ る 公 共 施 設 の 利 用 に つ い て

（ １ ） 地 区 会 館 等 会 議 施 設 利 用

（ ２ ） 体 育 施 設 及 び 生 涯 学 習 セ ン タ ー の 貸 出 し

（ ３ ） 木 曜 夜 間 延 長
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①「 が ん ば ろ う 日 本 残 堀 川 チ ャ リ テ ィ ウ ォ ー キ ン グ 」と し て

「 復 興 支 援 」 を 掲 げ て 実 施 し た 。

② 参 加 者 数 ： ９ ８ ５ 名 （ 協 力 団 体 を 含 む 。 チ ャ リ テ ィ ー 会 場

の み の 参 加 者 を 含 め る と １ ０ ０ ０ 人 以 上 ）

③ チ ャ リ テ ィ ー 事 業 （ 会 場 は 瑞 穂 武 道 館 ）

焼 き そ ば・か き 氷・花 ポ ッ ト・ 宮 城 県 産 米「 こ し ひ か り 」・

狭 山 懸 橋 で 撮 影 し た 写 真 の 販 売 、 募 金

義 援 金 集 計 ： ２ ６ ９ ， ３ ４ １ 円

実 施 委 員 会 と 協 議 し た 結 果 、 中 止 と し た 。

原 子 力 発 電 所 事 故 に 伴 う 避 難 者 １ ２ 世 帯 ４ ２ 名

地 震 ・ 津 波 に よ る 避 難 者 ３ 世 帯   ９ 名

地 震・ 津 波 と 原 子 力 発 電 所 事 故 に 伴 う 避 難 者 １ 世 帯   ３ 名

上 記 の う ち 町 外 へ 転 出 済 み ６ 世 帯 ２ ５ 名

計 （ 時 点 で の 町 内 へ の 避 難 者 数 ） １ ０ 世 帯 ２ ９ 名

① 瑞 穂 町 内 の 学 校 へ 区 域 外 就 学 者 ３ 名

② 町 開 設 の 避 難 所 へ の 避 難 者 ０ 名

③ 「 全 国 避 難 者 情 報 シ ス テ ム 」 運 用 を 開 始 （ ４ 月 ２ ７ 日 ～ ）

全 国 共 通 書 式 を 用 い て 、東 京 都 を 経 由 し 、被 災 地 自 治 体 に

町 内 へ の 避 難 者 の 情 報 を 提 供 。

４ 月 ２ ７ 日 、同 意 の 得 ら れ た ４ 世 帯 ９ 名 分 の 情 報 を 東 京 都

に 送 信 し た 。

２ 回 目 の 情 報 提 供 と し て 、５ 月 １ ３ 日 の 送 信 が 予 定 さ れ て

い る 。

④ そ の 他 対 応

各 避 難 者 の 家 族 構 成 、 縁 故 者 の 支 援 状 況 等 確 認 し な が ら 、

高 齢 者 、 乳 幼 児 の 健 康 管 理 等 関 連 部 課 で 連 携 し 、 対 応 し て

い る 。

４ 行 事 等 の 中 止 状 況

（ １ ） 残 堀 川 ふ れ あ い イ ベ ン ト ＆ ウ オ ー キ ン グ ５ 月 ８ 日

（ ２ ） む さ し の コ ミ セ ン ま つ り ５ 月 １ ５ 日

５ 避 難 者 情 報 及 び 支 援 状 況

（ １ ） 瑞 穂 町 へ の 避 難 者 情 報 （ ５ 月 ６ 日 現 在 ）
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方 法 金 額

義 援 金 箱 （ 町 内 公 共 施 設 ７ か 所 ） ２ ，３ ９ ６ ，８ ５ ２

義 援 金 専 用 口 座 へ の 入 金 １ ，９ ４ ６ ，３ ４ ３

町 へ の 直 接 寄 付 １ ，５ １ ０ ，０ ０ ０

モ ー ガ ン ヒ ル 市 か ら の 義 援 金 ２ ８ ８ ， ０ ４ ２

ﾁ ｬ ﾘ ﾃ ｨ ｳ ｵ ｰ ｷ ﾝ ｸ ﾞ （ ﾁ ｬ ﾘ ﾃ ｨ事 業 及 び 義 援 金 ） ２ ６ ９ ， ３ ４ １

３ ６ 町 内 会 ・ 自 治 会 か ら 社 会 福 祉 協 議 会 へ ３ ，０ ０ ３ ，９ ７ ４

合 計 ９ ，４ １ ４ ，５ ５ ２

日 程 支 援 先 支 援 内 容 方 法 備 考

４ 月 １ １ 日 宮 城 県

多 賀 城

市

・ 飲 料 水

・ 災 害 用 ク ラ

ッ カ ー

・ 日 用 品 等（ 町

民・企 業 提 供

品 含 む ）

企 画 課 ２ 名

地 域 課 １ 名

２ ト ン 貨 物 ト

ラ ッ ク １ 台 で

搬 送

搬 送 後 、 付

近 の 被 災 状

況 等 視 察

４ 月 ２ ４ 日 宮 城 県

仙 台 市

・ 作 業 用 物 資

・ 避 難 所 生 活

用 物 資

住 民 部 ３ 名

２ ト ン ダ ン プ

（ 粗 大 ご み 収

集 車 ） で 搬 送

災 害 廃 棄 物

処 理 支 援 後

発 隊 が 搬 送

町 民 等 か ら の 救 援 物 資 に つ い て は 、 引 き 続 き 、 受 け 付 け た 提 供

物 資 を 町 で リ ス ト 化 し て い る 。 今 後 、 被 災 地 か ら の 需 要 に 応 じ て

提 供 す る 。

日 程 支 援 先 内 容 人 員 等 備 考

４ 月 １ １ 日

１ ２ 日

宮 城 県

多 賀 城

市

七 ヶ 浜

町

・ 救 援 物 資 搬 送

時 に 現 地 で 物

資 需 要 を 把 握

・ 被 災 ・ 復 興 ・

生 活 の 状 況

・ 往 復 路 で の 被

災 状 況 等 調 査

企 画 課 ２ 名 、

地 域 課 １ 名

交 通 手 段

２ ト ン 貨 物 ト

ラ ッ ク

４ 月 １ ５

日 に 報 告

会 を 実 施

（ ２ ） 義 援 金 (５ 月 ９ 日 現 在 )             単 位 ： 円

（ ３ ） 救 援 物 資 支 援 状 況

（ ４ ） 職 員 派 遣 状 況
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日 程 支 援 先 内 容 人 員 等 備 考

４ 月 １ ７ 日

～ ２ ３ 日

４ 月 ２ ４ 日

～ ３ ０ 日

宮 城 県

仙 台 市

災 害 廃 棄 物 （ 瓦

礫 等 ） 収 集 運 搬

住 民 部 ３ 名

×２ 隊

交 通 手 段

２ ト ン ダ ン プ

後 発 隊 が

救 援 物 資

搬 送

４ 月 ２ １ 日

～ ２ ５ 日

４ 月 ２ ８ 日

～ ５ 月 ３ 日

５ 月 ６ 日

～ １ １ 日

岩 手 県

大 槌 町

・ 住 民 基 本 台 帳

関 係 等 の 窓 口

業 務 支 援

・ 在 宅 避 難 デ ー

タ ベ ー ス 作 成

・ 駐 車 場 等 の 整

理 誘 導

・ そ の 他 （ 遺 体

安 置 所 の 管 理

等 ）

管 財 課 ・ 住 民

課 ・ 教 育 課 ・

福 祉 課 ・ 建 設

課 各 １ 名

町 村 会 事 務 局

は １ 名 を ロ ー

テ ー シ ョ ン で

派 遣

移 動 手 段

バ ス

お 知 ら せ 元

瑞 穂 町 住 民 部 地 域 課 安 全 係 電 話 ０ ４ ２ － ５ ５ ７ － ７ ６ １ ０
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